
 

 ２４５  

 一方、発電所対策本部復旧班は、時期はਇ明であるが、福島第一原子力発電所現地の

プラントメーカーにバッテリーの手配を要請しており、３月１７日２時頃、小名浜コー

ルセンターに追加のバッテリー⚂１０００個が納品された。これらのバッテリーについ

ては、後日、プラントメーカーの倉ᐶに搬送し待機保管状態となっている。 

 

㧯㧚ᨰፒಿ⠀ᚻ㈩ 

 柏崎刈羽原子力発電所資材班は、３月１３日ඦ前にオフサイトセンター派遣の当社社

員からのଐ頼を受け、柏崎Ꮢ内で車用１２Ｖバッテリー２０個を⾼入した。⾼入したバ

ッテリーは、同日１２時３０分に柏崎刈羽原子力発電所を出発した応援者人員輸送バス

にⓍみ込んだ。応援者人員輸送バスは、同日２２時２０分に小名浜コールセンターに到

着し、⠉１時４０分頃、福島第一原子力発電所に到着した。 

 

Ԛ⥄␠⸳஻ࠄ߆の⏕଻ 

 

本店から当社各部門に௛きかけて、火力発電所や支店の協力を得て、自社設備で保有

している各種バッテリーに関して提供を受けた。確保したバッテリーは以下のとおり。 

 

自社設備からのバッテリーの確保状況 
確保元 確保日 確保先 バッテリー઀様 個数 

A.広野火力発電所 ３月１２日 福島第一 ２Ｖ ５０ 

$.川崎火力発電所 ３月１２日 

Ｊヴィレッジ 

（１６個を１３日 

  に福島第一へ） 

２Ｖ １００ 

C.東京支店 ３月１２日 Ｊヴィレッジ ２Ｖ １３２ 

D.新いわき開閉所 ３月１２日 Ｊヴィレッジ ２Ｖ ５２ 

 

㧨⏕଻の状況ߣᵴ↪ታ❣㧪 

㧭㧚ᐢ㊁Ἣജ⊒㔚ᚲࠄ߆のᡰេ㧦㧡㧜୘ 

 ３月１１日ᄕ方、本店対策本部原子力復旧班からの要請を受けた本店火力復旧班は、

福島第一原子力発電所に近い広野火力発電所からのバッテリー搬送を᳿定。搬送のため

の準備を開ᆎし、同日１９時３０分頃、現場から２Ｖバッテリー５０個（１個あたり  

１２．５㨗㨓）の取り外し完了。ᄕ方、原子力安全・保安院から本店へ自ⴡ㓌ࡋリコプ

ターの輸送支援のᛂ⸻があったことから、協力いただくこととした。 

 このため、自ⴡ㓌ࡋリコプターへの受けᷰし場所であるＪヴィレッジにバッテリー 

５０個を搬送し、３月１２日１時００分頃、自ⴡ㓌ࡋリコプター２機にⓍみ込みＪヴィ

レッジから福島第一原子力発電所に向けて出発、１時２０分頃、発電所に到着し、発電

所対策本部復旧班はワンボックス車にⓍみ込んで保管した。６時３４分、２Ｖバッテリ

ー１２個を１号機消火ポンプ室に設置された１号ディーゼル㚟動消火ポンプの起動用バ

ッテリーの交換作業に利用した。 

 １２日２０時３６分、福島第一３号機原子炉水位計の電源が喪失し、原子炉水位の監

視ができなくなった。このため、発電所対策本部復旧班は、深ᄛに、３，４号機中央制

御室において２Ｖバッテリー１２個を３号機原子炉水位計の復旧に利用した。これによ

り、１３日３時５１分に原子炉水位の確認が可能となっている。 

 

 



 

 ２４６  

㧮㧚ᎹፒἫജ⊒㔚ᚲࠄ߆のᡰេ㧦㧝㧜㧜୘ 

 ３月１１日ᄕ方、本店対策本部原子力復旧班からの要請を受けた本店火力復旧班は、

Ⴧ設工事中の川崎火力発電所からのバッテリー搬送を᳿定。同ᄕ方、前述した原子力安

全・保安院からの自ⴡ㓌ࡋリコプターの輸送支援を受けることとし、搬送に向けた準備

を開ᆎ。 

 ⠉１２日０時４５分、川崎火力のバッテリーの受けᷰし場所として、川崎Ꮢ及び国土

交通省より東ᚸ島東公࿦へリポートへの自ⴡ㓌ࡋリコプターの着㒽許可を受領。同４７

分、川崎臨港警察⟑からࡋリコプターへのバッテリーⓍみ込みに使用するフࠜークリフ

トの公道利用許可を受領し、その後、⩄下ろし用フࠜークリフトは東ᚸ島火力から受け

ᷰし場所へ向け出発。 

 １時～２時頃、東ᚸ島東公࿦へリポートの照明準備完了（国土交通省にて手配）。１時

５１分、川崎火力において、２Ｖバッテリー１００個（１４３㨗㨓㧛個）を次々に࡙ニ

ック車へ分載して、自ⴡ㓌ࡋリコプターへの受けᷰし場所である東ᚸ島東公࿦に向け、

࡙ニック車で最初のଢが出発した。 

 ３時４７分、川崎火力のバッテリーをⓍんだ最後のଢが東ᚸ島東公࿦に到着し、４時

１１分、⩄下ろし完了（自ⴡ㓌ࡋリコプターの到着に向け待機）。４時頃、防ⴡ省から本

店対策本部に対し、ࡋリコプター３機の㘧行計画（４時５０分、５時２０分、５時５０

分到着੍定、目的地は , ヴィレッジ）について連絡あり。５時１２分、自ⴡ㓌ࡋリコプ

ター１機目が東ᚸ島東公࿦に到着し、川崎火力の２Ｖバッテリーの受けᷰしを完了。 

 空輸実績（３月１２日）については、以下のとおり。 

 
 発 着 

１機目 

５時１２分 東ᚸ島東公࿦到着、

２８個Ⓧみ込み 

６時１７分 離㒽 

９時頃、Ｊヴィレッジに着㒽 

２機目 

６時３３分 東ᚸ島東公࿦到着、

３６個Ⓧみ込み 

７時３６分 離㒽 

プロペラが停止しないトラブル発生に

より、バッテリー３６個をⓍんだまま、

自ⴡ㓌⊖㉿基地にᏫㆶ 

３機目 

８時１３分 東ᚸ島東公࿦到着、

３６個Ⓧみ込み 

９時３０分 離㒽 

１１時頃、Ｊヴィレッジに着㒽 

 

 Ｊヴィレッジに到着済のバッテリーは、福島第一原子力発電所へ輸送の準備中であっ

たが、福島第一１号機において爆発が生じたことから、物品輸送の作業は中断せߑるを

得ない状況となった。３月１３日ඦ前中に発電所対策本部資材班がＪヴィレッジまで受

け取りに行き、川崎火力のバッテリー１６個を福島第一原子力発電所まで搬送したが、

重量が１４３঍㧛個あり、重機が手配できず、重機なしでは現場にも持ち込めないこと

から発電所では使用されなかった。 

 

㧯㧚᧲੩ᡰᐫࠄ߆のᡰេ㧦㧝㧟㧞୘ 

 ３月１１日ᄕ方、本店対策本部原子力復旧班からの要請を受けた本店工務復旧班は、

在ᐶが確認できた東京支店の変電所からのバッテリー合計１３２個の搬送を᳿定。同ᄕ

方、前述した原子力安全・保安院からの自ⴡ㓌ࡋリコプターの輸送支援を受けることと

し、搬送に向けた準備を開ᆎ。 

 ３月１２日３時頃、東京支店から提供された２Ｖバッテリー（ⷺ╫変電所５３個、ᳯ

東変電所５４個、通信用２５個：1 個あたり、１２～３３঍）は、自ⴡ㓌ࡋリコプター



 

 ２４７  

への受けᷰし場所である東京へリポートに全数到着し、自ⴡ㓌ࡋリコプターの着㒽に向

け待機。７時頃、自ⴡ㓌ࡋリコプターが東京へリポートに着㒽した。その後、東京支店

の２Ｖバッテリーを全数Ⓧみ込んで , ヴィレッジに向けて離㒽し、日中Ꮺに , ヴィレッ

ジに着㒽した。 

 Ｊヴィレッジに到着した東京支店のバッテリーについては、福島第一原子力発電所に

向けて輸送準備中であったが、１５時３６分に福島第一１号機において爆発が生じたこ

とから、物品輸送の作業は中断せߑるを得ない状況となった。 

 

㧰㧚ᣂ߈ࠊ޿開㐽ᚲࠄ߆のᡰេ㧦㧡㧞୘ 

 ３月１１日、本店対策本部原子力復旧班からの要請を受けた本店工務復旧班は、福島

第一原子力発電所からの〒離が近い新いわき開閉所からのバッテリー搬送を᳿定した。

１７時頃から搬送準備を開ᆎしたが、新いわき開閉所の入口はಓ結しており、運搬用の

大ဳ車ਔが入所ਇ可能な状況であった。また、福島第一原子力発電所まで輸送可能な運

送会社の当てがなく、㒽送手配に向けた調整を進めていた。 

 ３月１２日ᦺ方、新いわき開閉所からＪヴィレッジまでの㒽送の調整がついたことか

ら、新いわき開閉所の２Ｖバッテリー５２個（２１㨗㨓㧛個）の搬送を開ᆎすることと

なった。搬送に際しては、開閉所入口がಓ結していたため、人力によるトラックへのⓍ

み込みとなったことから、バッテリーのⓍみ込みに時間がかかり、Ｊヴィレッジへの到

着はඦ後となった。 

 Ｊヴィレッジに到着した新いわき開閉所のバッテリーについては、福島第一原子力発

電所に向けて輸送準備中であったが、１５時３６分に福島第一１号機において爆発が生

じたことから、物品輸送の作業は中断せߑるを得ず、Ｊヴィレッジに保管した。 

 

㧔㧞㧕㔚Ḯゞの⏕଻【添付１０－３】 

 

福島第一原子力発電所は津波襲来に伴う非常用Ｄ㧛㧳トリップにより６号機を除き全

交流電源喪失に至った。所内電源及び外部電源の現場状況確認の結果、非常用Ｄ㧛㧳や

高圧電源⋚（Ｍ㧛Ｃ）等は浸水、被水した状態であり、外部電源も含めてᣧ期の復旧が

困難であると判断されたことから、使用可能な所内電源設備と電源車を用いた電源復旧

を目指すこととなった。 

電源車確保の方法は大別して、社内から、他の電気事業者から、自ⴡ㓌からの３通り

が挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


